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米納現金は早く納めましよう。 
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結
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濃
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離
郊

噂
鍵
欝

難
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で
老
村
し
て
い
ま
す
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，大
五
所
川
原
市
艇
生
の
眺
に
は
之
に
ふ
 

さ
わ
し
い
冠
話
局
の
建
物
と
共
蹴
式
の
交

換
台
（
弘
前
の
よ
ら
な
方
式
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に方
式
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合
で
御
申
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み
に
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れ
な
い
方
も
又
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申
込
み
し
て
も
架
設
は
何
時
の
こ
と
や
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見
込
み
な
い
も
の
と
諦
ら
め
て
い
た
方
で

も
電
話
架
設
を
用
ま
れ
る
方
は
左
肥
に
よ
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つて
当
局
え
御
申
込
み
く
だ
さ
る
よ
ら
お
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い
致
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ま
す
。
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ま
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鯵

麟
銘
緊
器
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鍵
灘
繊
警

競
麟
「
ザ
譲
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人
員や浴
槽
設備
及
牛
 

し
た
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濠
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い
る
杜
交
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後
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対
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柳
 

需
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難
禁
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牛
杜
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鶏
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唾
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難

議
競
誓
灘
舞
載

難
マ
ー
 

滴
水

n
な
け
れ
ば
血
ら
な
い
な
汚
吐
叫
る
鴛
、
日
加
赤
十
中
起
の
畑
旨
に
則
り
祉
 
郎

な
月
一
則
 
至
三
月
三
十
一
日
 
負

に
人
気
沸
者
立
ち
場
内
は
立
錐
の
余
地
 
し
、
七
曜
日
川
拠
川
川
‘
か
“
概
か
で

E
 
 
贈
 

一躍

濃
濡
議
難
隣

叱
篇
贈
懲
需

i
i
h

為

度
に於
て副
一峯
島

迎
え
して
杜
熱
会
を
開催
す一
師
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ま
言
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潔
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方
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員
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し
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靴
費
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し
郵
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．
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と
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倣
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し
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訳
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い
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と
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あ
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け
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に
よ
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ら
赤
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毛
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嫌
え
た
る
小
柳
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穿
す
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；
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叱
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鶏
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呂
の洗
場
に
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わ
づ
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居
つ
た
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事
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会
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＠
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一
於
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只
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殻
か
ん
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と
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鳴
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当
公
民
舘
に
於

い
て
行
つ
て
い
る
ス
ク
篤
 
司
 
長

女
 

鉾
に
起
り
ま
す
の
で
臨
時
人
天
を
雇
入

れ
て
馬
力
を
か
け
て
居
り
ま
す
が
手
が

廻
り
か
ね
て
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
深
く
お
わ
び
致
し
ま
 

す
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字
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「
す
に
な
つ
た
。
生
死
の

m
ら
ぬ
健
剣
勝
 

か
ぬ
事
と
し
ま
し
た
o
 

政
 
雄
 

合
は
直
ち
に
必
ず
水
道
課
の
方
へ
も
お
 
『何
ん
だ
荷
し
く
も
将
軍
家
抱
の
の
大
関
い
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
 ど
ら
も
帰
り
が
虎
 
夫

屈
け
下
さ
る
謙
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
 
様
だ
、
跨
か
れ
た
ら
光
栄
と
思
へ
此
の
弱
お
そ
く
な
る
そ
い

5
小
話
を
聞
く
の
で
、
 

三
 

馬
の
有
無
等
に
つ
き
移
動
を
生
じ
た
場
一け
た

9
 
 

ェ
ァ
講
習
会
は
何
時
も
九
時
で
閉
会
し
て
 

須
 

同
略
「
関
取
漣
津
仲

渓

ゆ
、
【
「
洗
づ叱
一
、
当
ス
ク

ェ
ァ
講
習

蚊
後
某
所
で
行
っ
鶴
 
吉
 

虫
奴
が
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去
る

一
月
三
十
一
日
夜
、
青
年
団
ス
ク
ェ
久
 
造
 

こ
と
は
た

い
が
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組
ん
だ
ら
汝
に
負
け
る
ら
次
の
様
な
結
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を
得
ま
し
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の
で
．
今
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の
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あ
来
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。
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だ
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ま
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昨
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翠
固
柵
基
岡
の
旧
に
立
か
で
爵
の
内
外
 
求
め
る
。
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縁
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叫
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句
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融
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。
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元
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元
 

因
に
島
井
崎
関
の
名
前
は
伊
勢
海
利
助
 

帰
す
こ
と
に
し
た
が
途
中
に
於
て
 
『
敵
・
一

の
鴛
毒
殺
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
る
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電
話
局
新
築
の
た
め
北
郡
町
村
畏
会
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町
議
会
、
商
工
会
議
所
等
各
方
面
の
御
推

力
を
戴
き
，
又
当
局
と
致
し
ま
し
て
も
一
 

日
も
早

い
実
現
を
期
し
努
力
中
で
あ
り
ま

す
。
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局
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築
の
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計
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要
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と
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は
『
蹴話
の
加
入
申
込
数
が
何
程
あ
る
か
』
，
 

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
現
在
八
〇
件
 

位
ょ
り
申
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 こ
れ
位

の
数
で
は
前
違
の
共
電
式
の
交
換
台
に
変
 

更
す
る
こ
と
は
全
そ
見
込
み
が
」
叫
座
い
ま

せ
ん
か
ら
此
の
際
今
日
ま
で
色
々
な
街
淵
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